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[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc368064232][bookmark: _Toc434334772][bookmark: _Toc466005294][bookmark: _Toc22815655]本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報があります。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務に関するものです。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は自由です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替策または高度な実務に関するものです。これらの指標は報告も開示も自由です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織がモジュール内の他の指標に該当する場合、他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用します。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の中核であり、最終的な評価スコアの大半を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替の実務を表し、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを読み、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告する可能性がある事例など、サブ指標を理解する方法の指針となります。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する時、そしてその指標がサブ指標に影響するかどうかを説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は常に適用され、他の指標には影響しません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価アプローチの概要です。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される具体的な用語の定義を説明しています。
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モジュールの経路SG 01: RIポリシーと対象範囲


[bookmark: _Toc529877175]SG 02一般に入手可能なRIポリシーまたはガイダンス文書
RIポリシーまたはRIに言及しているその他のガイダンス文書はない

RIポリシーまたはガイダンス文書



SG 終了: モジュールの確認ページ

SG 19: コミュニケーション
SG 18 RIに対するアプローチの革新的な特徴

フレームワークの他の場所では報告していない組織内外の資産にESG問題が考慮されている場合のみ 

SG 16: フレームワークに報告されていない組織内で運用されている資産におけるESG問題


SG 17: フレームワークに報告されていない組織外で運用されている資産におけるESG問題

SG 15: 環境および社会的なテーマの分野への資産配分
SG 13: 気候分野での資産配分
SG 14: 投資リスクと機会
RIに責任を負う役職はない 

RIの活動に目的が設定されていない

SG 12: 投資コンサルタントおよびフィデューシャリー・マネジャーへのアウトソーシング
RIの責任を負う具体的な役職がある

SG 09: 協働的な組織/イニシアチブ
SG 11: 政策立案者または規制当局との対話

SG 10: 独立したRIの促進
SG 08: 成績管理、報酬や能力開発におけるRI

RIの活動に目的が設定されている
SG 07: RIの役割と責任
SG 05: RIの目標および目的
SG 03: 利益相反

SG 06: 今報告年度の主な目標/目的

SG 04: ポートフォリオ内で発生するインシデントの洗い出し


[bookmark: _Toc434334774][bookmark: _Toc466005297][bookmark: _Toc529877176][bookmark: _Toc22815657]序文
金融安定理事会によって設立された気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)の目的は気候関連の金融リスクに関する一貫した信頼性ある開示のための提言にもとづき、投資家、貸し手、保険会社およびその他の利害関係者に、これらのリスクと機会を管理するために必要な情報を提供することです。 
PRI は、投資家が奨励された開示に取り組み、関連活動を実証することができるように、TCFDの提言に基づく新しい気候関連指標を報告フレームワークに統合しました。2020年の報告期間から、これらの指標のサブセットには報告義務がありますが開示は任意です。その他の気候関連指標は引き続き自主報告・自主開示です。気候関連指標はいずれも評価対象にはなりません。下表は「改正の概要」です。回答は、組織がTCFDの提言と整合する上で役立つ独立した気候関連透明性レポートの形式でアクセスできます。
改正の概要
	2020 指標 
	改正概要

	SG 01.6 CC ～ SG 01.12 CC 
	報告要件が「報告義務・自主開示」に変更されました。 

	SG 07.5 CC ～ SG 07.8 CC 
	報告要件が「報告義務・自主開示」に変更されました。 

	SG 13.4 CC ～ SG 13.8 CC 
	報告要件が「報告義務・自主開示」に変更されました。 

	SG 01.7 CCおよびSG 01.8 CC、SG 01.9 CCおよびSG 01.11 CC 
	サブ指標を統合し、文言を変更しました。

	SG 13.7 CC 
	表現を変更し、選択肢を改正しました。 

	SG 14.7 CC 
	構造および表現を変更しました。 


[bookmark: _GoBack]モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。

[bookmark: _Toc22815658]TCFD 提言とPRI報告フレームワークのマッピング
	TCFD 提言
	関連PRI指標

	ガバナンス

	a) 気候関連のリスクと機会に対する取締役会の監督について説明してください。
	SG 7.5 CC
SG 7.6 CC

	b) 気候関連のリスクと機会の評価と管理における経営陣の役割を説明してください。
	SG 7.5 CC
SG 7.7 CC

	戦略

	a) 組織が短期、中期および長期にわたって特定した気候関連のリスクと機会について説明してください。
	SG 1.6 CC
SG 1.8 CC

	b) 気候関連のリスクと機会が組織の事業、戦略、財務計画に及ぼす影響を説明してください。
	SG 1.6 CC

	c) 2°C以下のシナリオを含むさまざまな気候関連のシナリオを考慮して、組織の戦略の回復力を説明してください。
	SG 13.1

	リスク管理

	a) 気候関連のリスクを特定し評価するための組織のプロセスを説明してください。
	SG 14.8 CC
SG 14.9 CC

	b) 気候関連のリスクを管理するための組織のプロセスを説明してください。
	SG 14.8 CC

	c) 気候関連のリスクを特定、評価、管理するプロセスが、組織の全体的なリスク管理にどのように統合されているかを説明してください。
	SG 14.8 CC

	評価指標と目標

	a) 戦略とリスク管理のプロセスで、気候関連リスクと機会を評価するために組織が使用する指標を開示してください。
	SG 14.6 CC

	b) スコープ1、スコープ2、および該当する場合はスコープ3、温室効果ガス（GHG）排出量および関連するリスクを開示してください。
	SG 14.6 CC

	c) 気候関連のリスクや機会、目標に対するパフォーマンスを管理するために組織が使用する目標を説明してください。
	SG 14.7 CC
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	セクション

	[bookmark: _Toc22815659]気候関連の開示指標



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 01 CC
	報告義務
自主開示
	説明
	一般



	
	気候関連の開示指標

	SG 01.6 CC
	投資期間において特定され、組織の投資戦略・商品に組み込まれているかどうか気候関連のリスクおよび機会について記述してください。

	
	· はい。特定された気候関連の移行リスク・物理的リスクおよび機会、ならびに投資戦略・商品にそれらがどのように組み込まれているかを説明してください。（500 語以内で自由に記載）
	· いいえ。組織が気候関連の移行リスク・物理的リスクおよび機会を特定するためのプロセスをまだ踏んでいない理由を説明してください。（500 語以内で自由に記載）

	SG 01.7 CC
	組織はそれら気候リスクの可能性および影響を評価しましたか？

	
	· はい。これらのリスクおよび機会に関連する時間の尺度について説明してください。（500語以内）
	· いいえ。組織が気候リスクの可能性および影響を評価していない理由を説明してください。（500語以内）

	
	

	
	

	SG 01.8 CC
	組織はTCFDを公式に支持しますか？

	
	· はい
	· いいえ。理由を説明してください。
（自由記述、200ワード以内）

	SG 01.9 CC
	重大な気候関連リスクおよび機会を特定・管理する組織全体の戦略がありますか？ 

	
	· はい。説明してください。
（500語以内で自由に記載）
	· いいえ。気候関連リスクおよび機会を管理する組織全体の戦略をどのように実施するか、また、その時期について説明してください。（500語以内）

	
	

	
	

	SG 01.10 CC
	TCFD開示を発表するために組織が使用する文書／通信を示してください。

	
	· 公開されているPRI気候透明性報告書
· 年次財務報告書
· 顧客向け定期報告書
· 会員向け通信
· その他（具体的に記入してください）：________
· 現在、TCFD開示を発表していません。



	SG 01 CC
	気候関連の開示指標説明

	[bookmark: _Hlk22894166]SG 01 CC
	本指標は気候関連リスクに対するその全体的アプローチを概説する機会を署名者に提供するもので、気候関連務情報開示タスクフォースの提言に沿っています（分野：戦略）。
注：タスクフォースの提言は組織の事業活動に最も関連する気候関連リスクおよび機会に関するものであり、したがって、報告はこれを反映する必要があります。表1：気候関連財務情報開示タスクフォースの提言（10ページ）をご覧ください。
TCFDの提言とは何か？
金融安定理事会（FSB）気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）の提言は、企業および投資家に気候変動に関する情報を財務指標に変換する共通の国際的フレームワークを提供します。
TCFDは何を提言するか？ 自主的提言は、4つのカテゴリー（ガバナンス、戦略、リスク管理、指標と目的）に分類されます。
提言は誰に対するものか？企業および投資家。TCFDは、投資家を気候関連開示の利用者かつ発行者と考えています。
開示はどこで行われるか？ 企業および投資家の主な財務報告書（例えば、年次報告書または顧客向け定期報告書）
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートの分析および可視化を確認してください。

	SG 01.6 CC
	現在の投資期間内で、組織が特定し投資戦略・商品に組み込んだ気候関連リスクおよび機会に関する詳細を提供してください。物理的リスクおよび移行リスクの両方について言及してください。また、組織の投資期間も示してください。
物理的リスクおよび移行リスク:
物理的リスクには、保険債務や金融資産への影響、より頻繁かつ深刻な異常気象による交易の混乱、気候変動から生じる食糧、エネルギーおよび資源の確保に対するストレスが含まれます。物理的なリスクは、インフラや不動産などの代替資産において、より容易に特定できる場合が多々あります。
移行リスクには、低炭素経済およびその最終形であるゼロ炭素経済に向かう調整プロセスからの影響が含まれます。政府の政策におけるテクノロジーの変化や転換は、コストや機会が明白になることで、広範な資産の再評価を促す可能性があります。
気候関連の物理的リスクおよび移行リスクについては、PRIのTCFD提言の実施に関するガイダンス（p.8）およびTCFD提言報告書（p.6～8）で詳細情報が確認できます。
投資ポートフォリオ、資産クラス、セクターおよび地域に関係する気候関連のリスクおよび機会についてもさらに詳細な情報を提供したほうがいいかもしれません。

	SG 01.7 CC
	本指標により、組織が特定した気候関連リスクおよび機会に関係がある期間を特定することが可能になります。
組織によって特定されたリスクおよび機会それぞれに関係する時間スケールを示してください。
組織はそれらリスクの影響および可能性をどのように評価・判断したかについて、詳細を記述することができます。

	SG 01.8 CC 
	本指標においては、『TCFDの提言を公式に支持する』というフレーズは組織がTCFDの提言を公式に支持していることを意味すると考えられます。
例えば、組織がTCFDの公式支持者とされ、組織の支持を言明する文書／報告書を発表した、あるいは組織がPRIを通して気候関連指標について公式に報告する場合があります。

	SG 01.9 CC
	重大な気候関連リスクおよび機会を特定・管理するプロセスについて説明する、貴組織全体の戦略に関する詳細な情報を提供してください。
組織は短期、中期、長期にわたって特定されたそれらのリスクおよび機会の一部について詳細を提供することができます。
もし、いいえを選択した場合
TCFDの提言はおそらく複数年にわたって実行されます。
本指標により、組織の投資戦略、プロセス、活動内で組織は時間フレームおよび提言の実行に関連するプロセスを説明することができます。
PRIのTCFDに関する資産所有者ガイドで言及される通り、組織は、その対応の指針とするために、以下のステージを使用することができます。
1) 開始、プロセスを確立（1年目）
· TCFDの提言を理解
· TCFDに関するビジネスケースおよび同業他社のアプローチについて調査
· 取締役会レベルの監督および気候関連リスク管理プロセスを確立
· CIO、コンサルタント、運用会社に気候関連リスクについて検討するよう要請
· 実行・モニタリング計画を確立
· PRIの気候関連リスク指標および／または年次報告書で戦略およびガバナンス・アプローチを開示
2) 潜在的なポートフォリオ・エクスポージャーの詳細な評価（2年目）
· ポートフォリオの保有状況について分析
· 組織の運用会社を採用／評価
· 気候シナリオ分析を確認し、どこにリスクが集中しやすいか、
またそれらが投資ポートフォリオのパフォーマンスにどのように影響する可能性があるかについて検討
· 気候関連リスクおよび機会を評価するための有益な指標を特定、また、可能な場合、開示I
· 気候関連リスクをリスク特定・評価プロセスに組み込み
· PRIの気候リスク指標および／または組織の年次報告書の開示を更新
3) リスク管理戦略との完全な統合（3年目）
· 投資リスクの特定・評価プロセスにTCFDの提言を完全に統合
· 気候シナリオ・プランニングを統合し、組織がシナリオをその投資プロセスにどのように統合するかを開示
· セクター範囲を拡大（該当する場合）
· 対応（エンゲージメントおよび気候ソリューションに対する熱心さを含む）を特定
· 毎年または定期的に報告・再評価を実施

	SG 01.10 CC
	本指標は、組織の完全または部分的なTCFD対応開示がどこで利用できるかを示す機会を組織に提供します。
この文脈での「発表」とは、顧客、受益者、受託者または一般大衆に情報が提供されることを意味しています。

	

	
	[SG 01.6 CC]で「はい」を選択した場合、[SG 01.7 CC]が適用されます。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 07 CC
	自主開示 
	説明
	一般



	[bookmark: _Hlk497302297]
	気候関連の開示指標

	SG 07.5 CC
	気候関連問題について監視、説明責任および／または管理責任をもつ組織の役職を示してください。

	
	貴社の組織における役職
	気候関連問題の
監視/説明責任
	気候関連問題の
評価と管理
	気候関連問題に対する責任は無い

	
	取締役または受託者
	
	
	

	
	最高経営責任者（CEO）最高投資責任者（CIO）最高リスク責任者（CRO）投資委員会
	
	
	

	
	他の最高級職員または部長
	
	
	

	
	ポートフォリオマネージャー
	
	
	

	
	投資アナリスト
	
	
	

	
	専任の責任投資担当者
	
	
	

	
	投資者関係（IR）
	
	
	

	
	組織外の運用会社または
サービスプロバイダー
	
	
	

	
	その他の役職（具体的に記入してください）(1) ______________
	
	
	

	
	その他の役職（具体的に記入してください）(2) ______________
	
	
	

	SG 07.6 CC
	気候関連問題の監視／説明責任または実施の責任を負う取締役会レベルの役職について、彼らの責任がどのように果たされるか記述してください。

	
	500語以内で自由に記載

	SG 07.7 CC
	気候関連の問題を評価し管理する管理レベルの役職については、その構造とプロセスを詳しく説明してください。

	
	500語以内で自由に記載

	SG 07.8 CC
	TCFDの提言やその実施について、組織が外部運用会社またはサービスプロバイダーに何を求めるかについて説明してください。

	
	· TCFDを主要財務報告書（年次財務報告書、その他の規制関連報告書等）に組み込むよう外部運用会社またはサービスプロバイダーに要請する
· 定期的な顧客への報告書にTCFDを組み込むよう要請する
· PRI気候指標報告書のすべての項目に記入するよう外部運用会社に要請する
· PRI資産所有者ガイドのTCFDファンドマネージャーの質問に回答するよう要請する
· その他（具体的に記入してください）___ 
	TCFDの提言およびその実施について、外部運用会社またはサービスプロバイダーを採用していません。


	
	SG 07 CC
	気候関連の開示指標

	[bookmark: _Hlk22894218]SG 07 CC
	この指標は、金融安定理事会によって設立された気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)の提言に沿っています(分野：ガバナンス)
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートの分析および可視化を確認してください。

	SG 07.6 CC
	監督／説明責任および／または気候関連問題の実施責任が取締役によってどのように果たされるかについて、詳細を記述してください。
情報は、以下を含むことができる。
· 取締役会／委員会が気候関連の問題について知らされるプロセスおよび頻度
· 意思決定の評価と指導の際に気候関連の問題がどのように考慮されるか。
· 取締役会/委員会がどのように気候関連の目標とその進捗状況をモニタリングし監督するか。

	SG 07.7 CC
	経営陣によって気候関連の問題を評価・管理するために利用されたプロセスおよびストラクチャーについて、詳細を記述してください。
情報は、以下を含むことができる。
· 関連する組織ストラクチャーについての説明
· 経営陣が取締役会または、取締役会の委員会に報告するのか.
· 気候関連の問題が経営陣に通知されるプロセス
· 経営陣が(特定の役職や管理委員会を通じて)どのようにして気候関連の問題をモニタリングするのか

	SG 07.8 CC
	詳細および本指標で言及されるTCFDファンドマネージャーの質問については、PRIの資産所有者ガイドをご覧ください。

	LOGIC

	SG 07 CC
	[SG 07.5 CC]の選択肢は、[SG 07.1]の貴社組織内にすでに存在すると報告された役職に基づいて自動入力されます。
[SG 07.5 CC]で報告された通り、「取締役または受託者」が気候関連の監督および／または実施責任を負う場合、[SG 07.6 CC] が適用されます。
[SG 07.5 CC]で報告された通り、責任者レベルの従業員が気候関連の監督および／または実施責任を負う場合、[SG 07.7 CC] が適用されます。
外部運用資産が[OO 05.1]で報告された場合、[SG 07.8 CC] が適用されます。









	SG 13 CC
	指標のステータス
	目的
	原則

	
	自主開示 
	説明
	一般


	[bookmark: _Hlk497302399]
	気候関連の開示指標

	SG 13.1
	貴社組織がシナリオ分析および／またはモデリングを実施するか記述してください。実施する場合、
シナリオ分析について説明してください（資産クラス別、セクター別、戦略的資産配分等）。

	
	· はい。将来の ESGファクターを評価するために実施します。
25語以内で説明してください ________
· はい。将来の気候関連リスクおよび機会を評価するために実施します。
25語以内で説明してください ________
· いいえ。我が社の組織は現在、シナリオ分析および／またはモデリングを実施していません。

	SG 13.4 CC
	貴社組織が気候関連のリスクおよび機会を管理するためにどのようにシナリオ分析を利用しているかについて（分析がどのように解釈されているか、その結果、将来の計画等）、記述してください。

	
	· 当初評価
500語以内で自由に記載
· 投資分析への組み込み
500語以内で自由に記載
· アクティブ・オーナーシップの指針
500語以内で自由に記載
· その他（具体的に記入してください）：_________
500語以内で自由に記載

	SG 13.5 CC
	この分析をだれが利用するか記述してください。

	
	· 取締役、受託者、最高責任者レベルの役職者、投資委員会
· ポートフォリオマネージャー
· 責任投資専任スタッフ
· 外部運用会社
· 投資コンサルタント/保険数理士
· その他（具体的に記入してください）：________

	SG 13.6CC
	貴社組織がその投資戦略について、投資期間を超えて、気候関連リスクの影響を評価しているか記述してください。

	
	· はい。
500語以内で自由に記載してください。
	· いいえ。
その根拠を説明してください。
500語以内で自由に記載してください。

	SG 13.7 CC
	一定の範囲の気候シナリオを利用しているか記述してください。

	
	· 2℃以下シナリオに基づく分析
· 「不可避の政策対応」（IPR）に沿った、突然の移行に基づく分析
· 4℃以上シナリオに基づく分析
· いいえ。範囲は用いません。

	SG 13.8 CC
	貴社組織が用いる気候シナリオについて記述してください。

	
	提供者
	シナリオ名
	Scenario used

	
	エネルギー移行シナリオ

	
	IEA
	2°C 超シナリオ(Beyond 2 Degrees Scenario: B2DS)
	

	
	
	エネルギー技術展望 (ETP) 2°C シナリオ
	

	
	
	持続可能開発シナリオ(SDS)
	

	
	
	新政策シナリオ (NPS)
	

	
	
	現行政策シナリオ (CPS)
	

	
	IRENA
	REマップ
	

	
	グリーンピース 
	自然エネルギー革命(Advanced Energy [R]evolution)シナリオ
	

	
	持続的発展研究所
	大規模な脱炭素化への道プロジェクト(Deep Decarbonisation Pathway Project: DDPP)
	

	
	ブルームバーグ
	BNEFレファレンス・
シナリオ
	

	
	物理的気候シナリオ

	
	IPCC
	代表的濃度経路(Representative Concentration Pathway: RCP) 8.5
	

	
	
	RPC 6
	

	
	
	RPC 4.5
	

	
	
	RPC 2.6
	

	
	その他

	
	その他
	その他 (1) 具体的に記入してください：_______
	

	
	
	その他 (2) 具体的に記入してください： _______
	

	
	
	その他 (3) 具体的に記入してください： _______
	








	SG 13
	説明

	SG 13
	この指標は、金融安定理事会によって設立された気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)の提言に沿っています(分野：戦略)
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートの分析を確認してください。

	SG 13.1
	シナリオ分析には、資源不足や技術開発など将来の動向が投資に与える影響をポートフォリオへのリスクとして表します。
多くの投資家にとって、気候変動の最も大きな影響は、タイミングや程度が不確実なまま、おそらく中長期的に生じます。そのため、投資の観点から影響を把握することは困難です。シナリオ分析は、企業や投資家にとって気候関連リスクおよび機会の戦略的な意味を理解するために有益なツールです。シナリオ、特にレファレンス・シナリオについて、さらに勤勉な作業が必要です。
『ESGファクター』と『気候関連のリスクおよび機会』の間の差：本指標では、『気候関連のリスクおよび機会』は、気候変動の本当の潜在的影響（物理的および移行のリスクならびに結果として生じる機会を含む）を意味します。附属書類1「気候関連財務情報開示タスクフォースの提言実行」をご覧ください。

	SG 13.4 CC
	気候関連シナリオ分析は、投資判断の指針として、また組織の投資判断能力を向上させるために利用することができます。具体的には、潜在的投資の当初評価は、投資分析および／またはアクティブ・オーナーシップ活動の指針に組み込むことができます。
また、本指標により、分析がどのように解釈されているか、その適用の結果、シナリオ分析に関する将来の計画についての詳細を提供することができます。

	SG 13.6 CC
	本指標により、貴社組織が組織の特定された投資期間を超えて関係する気候関連リスクの影響をどのように評価するかについて説明することができます。
リスクが評価されている場合、それらのリスクについて記述し、関連する時間スケールについて説明してください。

	SG 13.7 CC
	『2°C以下シナリオの分析』の選択肢は、2°C以下シナリオと矛盾しない低カーボン経済への移行に関するものです。「2℃以下シナリオに基づく分析」の選択肢は、2℃以下シナリオに沿った低炭素経済への移行に関係しています。これは各国がパリ協定の目標に沿った着実かつ慎重な排出削減を直ちに開始するという秩序ある移行を想定しています。詳細はこちらで確認できます。
「『不可避の政策対応』に沿った、突然の移行に基づく分析」 – この選択肢は政策の突然の強化に基づく分析に関係しており、かなり多くの混乱を生じさせることになりますが、気候目標の正しい軌道に戻すのに十分なものです。現在の世界の排出量は、秩序ある移行の軌道から逸脱しており、現在の逸脱が長引けば長引くほど、投資家にとっての政策リスク（各国政府が突如としてパリ協定の目標に追いつこうとするリスク）は大きくなります。「不可避の政策対応」（IPR）の詳細についてはこちらを参照してください。
「4℃以上シナリオに基づく分析」– この分析は各国の排出量が引き続き上昇し、経済および社会における破壊的な損害を回避する取り組みがほとんど行われていないというシナリオに関係しています。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第5次評価報告書では、このシナリオの結果の一部が説明されています。科学的評価を財務的測定基準に変換することは難しく、移行シナリオの失敗については特に困難です。結果はその根底にある前提に極めて敏感だからです。しかしながら、TCFDは物理的な気候リスクを評価するための枠組みを提供しており、急性のリスクと慢性のリスクに分類しています。「物理的な気候リスクおよび機会に関するTCFDガイダンスの進展」に関する欧州復興開発銀行（EBRD）の報告書では、これをさらに発展させています。

	SG 13.8 CC
	FSBタスクフォースにより提供された追加のガイダンスは、「気候関連リスクおよび機会の開示におけるシナリオ分析の利用」に関する補足専門的ガイドを含みます。具体的には、多くのシナリオに関する情報が同ガイドの17ページに記載されています。サービスプロバイダーによって開発された気候シナリオ・ツールのディレクトリは、ここで利用可能です。 PRIは、多くのツールおよびイニシアティブを公式にサポートしています。
· パリ協定資本移行評価（PACTA）ツール。上場株式および社債移行リスクについてポートフォリオ・レベル分析を提供、資産レベルのデータを利用します。
· トランジション・パスウェイ・イニシアティブ（TPI）－二酸化炭素排出に関する企業の管理、およびそのパリ協定との合致状況についてのセクター・レベルの分析。TPIは、企業が開示したデータを使用します。
· 2°Degree of Separation－資産レベルのデータを使用した、石油およびガス・セクターの企業およびセクター・レベルの分析

	ロジック

	SG 13 CC
	[SG 13.1]で「はい。将来の気候関連リスクおよび機会を評価するために実施します。」を選択すると、[SG 13.4 CC - 8 CC] が適用されます。



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 14
	自主開示 
	説明
	一般






	SG 14.3
	気候に関連するリスクと機会を管理するために使用するツールを挙げてください。

	
	· シナリオ分析 
· 顧客/理事/経営陣/受益者への排出リスクの開示 
· 気候関連の目標 
· 内部および/または外部のポートフォリオ管理者に、排出リスクを監視するよう奨励する。 
· 排出量リスクのモニタリングと報告は、外部運用者を任命する際に契約に組み込まれる 。 
· 加重平均炭素濃度 
· カーボンフットプリント（スコープ1と2） 
· ポートフォリオのカーボンフットプリント 
· 総炭素排出量 
· 炭素濃度 
· 炭素関連資産へのエクスポージャー 
· その他の排出量指標 
· その他具体的に ____ 
 上記のいずれも該当しない場合にはその理由を説明して下さい。_____

	SG 14.6 CC
	気候に関連するリスクと機会を評価するために使用されるこれらの重要な指標についての詳細を記入してください。

	
	指標の種類
	カバレッジ
	目的
	指標の単位
	方法

	
	[SG 14.4]で選択した内容を自動転載
	ドロップダウン
選択肢 
- 全ての資産
- 資産の過半数
- 資産の少数
	
	
	

	
	同上
	同上
	
	
	

	
	同上
	同上
	
	
	

	
	同上
	同上
	
	
	

	
	同上
	同上
	
	
	


[bookmark: _Hlk497302720]




	SG 14.7 CC
	主な目標の詳細を記述してください。

	
	目標の種類
	基準年度
	目標年度
	内容
	添付書類

	
	（絶対/強度をもとにした
ドロップダウン・メニューを設定）
	[image: ]
	[image: ]
	
	

	
	同上
	同上
	同上
	
	

	
	同上
	同上
	同上
	
	

	
	同上
	同上
	同上
	
	

	
	同上
	同上
	同上
	
	

	SG 14.8 CC
	気候関連のリスクが全体のリスク管理に組み込まれているかどうか記述してください。また、気候関連リスクを特定、評価、管理するために利用されたリスク管理プロセスについて説明してください。

	
	· 気候関連リスクについてのプロセスが全体のリスク管理に組み込まれている（説明してください）。500語以内で自由に記述。
· 気候関連リスクについてのプロセスが全体のリスク管理に組み込まれていない（説明してください）。500語以内で自由に記述。 

	SG 14.9 CC
	貴社組織がTCFD採用を促すアクティブ・オーナーシップ活動を行うか記述してください。

	
	· はい（説明してください）500語以内で自由に記述。
· いいえ、アクティブ・オーナーシップ活動を行っていません。
· いいえ、TCFDの採用を働きかけるためのアクティブ・オーナーシップ活動は行っていません。



	SG 14
	定義

	加重平均
炭素濃度
	炭素集約型企業に対するポートフォリオのエクスポージャー（CO2eトン／収益百万ドル）。FSBタスクフォースによって推奨される指標

	炭素濃度
	収益100万ドル当たりの炭素排出量（ポートフォリオの炭素効率）（CO2eトン／収益百万ドル）

	総炭素排出量
	ポートフォリオに関連した絶対温室効果ガス排出量（CO2eトン）

	（ポートフォリオの）カーボンフットプリント
	ポートフォリオの炭素排出量合計（ポートフォリオの市場価格によって標準化）（CO2eトン／投資百万ドル）

	炭素関連資産へのエクスポージャー
	ポートフォリオの炭素関連資産の額またはパーセンテージ（百万ドルまたは現在のポートフォリオ価値のパーセンテージ）





	
	説明

	SG 14
	この指標は、金融安定理事会によって設立された気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)の提言に沿っています(分野：戦略、リスク管理、指標と目標)
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートの分析を確認してください。

	SG 14.4
	組織自身のカーボンフットプリントを測定・削減する活動は、組織が占有し、直接運用する不動産ポートフォリオの一部として報告する建物に関するものでない限り、ここで記載されません。

	SG 14.6 CC
	気候関連のリスクおよび機会を測定・管理するために使用される主な指標について詳細を記述してください。
指標は、過去の期間について提供され、組織の運用資産の多くの部分をカバーする必要があります。
5つまで記述することができます。 
該当する欄に、以下の詳細を記入してください。
目標の種類
この情報は、[SG 14.4]の回答から自動入力されます。
カバレッジ
· 指標が運用資産の少数、過半数またはすべてに適用可能か記述してください。
目的
指標がどのように利用されているか（例えば、情報に基づいた投資判断、モニタリング）について説明してください。以下を含むことができます。
· 関連するパフォーマンス指標が報酬方針に組み込まれているか、またどのように組み込まれているか。
指標の単位
使用する指標の単位（例えば、炭素1トン当り米ドル）を記述してください。
手法
以下をカバーする情報を含むことができます。
· 特定された主な指標を算出または値を推定するために用いられる手法
· この指標がどのような傾向を示しているか（過去に生じた変化の詳細を記述）
· この指標情報が顧客／受益者と共有されているか
関連する場合、指標の弱みまたは制限について記述してください。

	SG 14.7 CC
	該当する欄に、以下の詳細を記入してください。
目標
絶対的な目標は、例えば、排出量を数トンのCO2eで削減するなど、一定期間にわたる排出削減の総量を考慮します。 
これに対して、濃度目標では、たとえば、収益の単位あたりのCO2eの排出量削減トン数等事業活動の測定値と比較して排出量の削減を検討します。 
基準年度
目標の進捗状況の測定を開始した年度を示してください。
目標年度
目標の達成を目指している年度を示してください。
内容
以下に関する情報など、目標の内容を示してください。
· 設定された目標に対する進捗度を評価するために用いられる主なパフォーマンス指標
· 目標を算出するために用いられる手法（目標単位を含んでください）
· 目標に影響する可能性がある予想される規制要件、市場の制約または他の目標
関連する場合、目標および／または特定されたその手法についての弱みまたは制限について記述してください。PRIは、指標に関してより多くの勤勉な作業が必要と認識しています。したがって、本指標はいくつかの測定基準について報告する機会を提供し、各測定基準について追加の環境を提供するものです。 
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートの分析および可視化を確認してください。

	SG 14.8 CC
	気候関連リスクを特定、評価、管理するための貴社のプロセスが、全体のリスク管理システムにどのように組み込まれているか説明してください。以下の情報を含むこともできます。
· 他のリスクに関連した気候関連リスクの重要性はどのように判断されるか
· 特定された気候関連リスクに関して重要性の問題は評価されているか
· 気候変動に関連する既存および新規の規制要件が検討されているか
· 特定の気候関連リスクの潜在的な規模と範囲を評価するためのプロセスの説明。
· 使用されたリスク用語の定義または使用されている既存のリスク分類フレームワークへの言及。
· 気候関連のリスクを緩和、移転、受け入れ、および/または制御するための決定が、
管理プロセスにおいてどのように行われるか。
· 重要性の問題が評価され、その情報が提供されているか

	SG 14.9 CC
	気候変動リスクに関連するより良い開示および業務を促進することを目指す投資対象企業とのエンゲージメント活動、ならびにデータの入手可能性を改善し、気候関連リスクを評価する能力を高める目標について記述してください。
投資マネジャー
各商品または投資戦略についての重大な気候関連リスクがどのように特定・評価されるかについて記述することができます。
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートの分析および可視化を確認してください。

	ロジック

	SG 14
	[SG 14.6 CC]で以下の選択肢のうち1つでも選択された場合、[SG 14.6 CC] が適用されます。
· 気候関連の目標
· 加重平均炭素濃度
· カーボンフットプリント
· ポートフォリオのカーボンフットプリント
· 総炭素排出量
· 炭素濃度
· 炭素関連資産へのエクスポージャー
· その他の排出量指標
[SG 14.7 CC]で「気候関連の目標」が［SG 14.3］において報告された場合、[SG 14.7 CC] が適用されます。
[SG 14.9 CC]で上場株式または債券資産が報告された場合、[SG 14.9 CC]が適用されます。
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